
                TTC 提案山行実施記録表     2018 年 4 月 25 日 報告者：K.O 

山行名 丹沢山開き・塔ノ岳     

実施日 ２０１８年４月２２日（日）   日帰り     公共交通機関利用 

天候／参加人員 天候 ： 晴れ  レベル：★★★☆   参加者：申込５名実施５名（男３名／女２名） 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ 

 
省略 

参加メンバー 省略                                       合計５名    

費用 

￥995- 

（本厚木起点） 

[内訳] 本厚木駅⇒渋沢駅 ¥278  ヤビツ峠⇒秦野駅¥470 秦野駅⇒本厚木駅 ¥247   

 

 所要時間 

 歩行時間 休憩時間 行動時間 
コースタイム：昭文社 6：50 

         秦野市 7：45 

         山開き 5：50 

昭文社 6：50 ― ― 

計画 7：10 1：20 8：30 

実行 7：00 1：15 8：15 

実行コースタイム記録 

    小田急   バス  山開き式  5    35      20 

本厚木＝＝渋沢駅＝＝戸川公園---大倉---観音茶屋---見晴茶屋（ここまで集中団体登山） 

6：43  7:04/7:10  7:25/8:50    8:55   9:30    9:50/9:55    

35         15          45          35               40        35 

---駒止茶屋---堀山の家---花立山荘---塔ノ岳(昼食)---新大日---行者ヶ岳 

10:30/10:35  10:50/11:00 11:45/11:55 12:30/13:00    13:40    14:15/14:20 

20       45         5        55          30           バス    小田急      

---烏尾山---三の塔---二の塔---富士見橋---ヤビツ峠＝＝＝秦野駅＝＝＝本厚木       
14:40  15:25/15:35  15:40      16:35     17:05/17:41    18:30       19:00                

コースの概要、特記事項、反省事項等 

丹沢山開きに参加し、大倉尾根を登り塔ノ岳から表尾根をヤビツ峠に下りました。この日は気温が高い

上、日差しが強く、シャツ１枚でも汗だくになりました。 

 

渋沢駅に降り立つと、なんと観光バスが待っています。無料ですし、係員の対応も親切。昨年までは路

線バスだったのにグレードアップですね。１５分程乗ると戸川公園山開き会場に着きます。 

 

受付で登山届を書きパンフレットをもらい、コーヒーと桜の塩漬け入りサイダーの無料サービス、嬉し

いですね。 

日差しが強いので会場脇の日陰に入ってストレッチを行います。塔ノ岳への登りは階段の連続するきつ

い山ですし、表尾根の下りはザレ場や鎖場があり脚に相当の負担がきます。ですので脚に支障がこないよ

う入念にストレッチします。 

 

大太鼓の演奏が終わると山開き式が始まります。市長挨拶、来賓紹介の後、３０台のアルプホルンの重

厚な音が丹沢に心地よく響きます。後に表尾根の三ノ塔・二の塔が見えます。今日は塔の岳から縦走して

あの三ノ塔も歩きます。 

そして１００人の混成合唱による「丹沢賛歌」、丹沢の四季を歌った美しい詩と曲で、聴くたびに胸が

熱くなり涙が出そうになります。 ♪♪春 春は浅く山里けむり 雪とけて大地は明ける・・・♪♪ 

続く開山式では登山隊長が門扉の鍵を開け、集中登山の開始です。山伏を先頭に我々は登山隊長のすぐ

後ろに付いて一番で歩きます。大太鼓のリズムに後押しされてテンポ良く歩くので勇壮な気分で胸が高鳴

ります。 



今年は集中登山が見晴茶屋までに変わりました。見晴茶屋で登山隊長と記念写真を撮りました。花立の

連続する急階段もテンポよく登り、予定より早く１２：３０に塔ノ岳山頂に着きました。 

ぽっかり浮かんだ富士山を見ながら昼食です。東側には、表尾根（これから下る新大日－烏尾山－三ノ

塔の稜線）が見えます。その後ろには、ピラミダルな美しい大山も見えています。 

 

 昼食時なので表尾根からもたくさん登ってきますが、これから表尾根に下るのは我々だけで他にはいま

せん。最終バスに間に合うよう計画通りにザレた下りを慎重に歩いて行きます。キクザキイチゲ、トウゴ

クサバノオ、マメザクラなどが迎えてくれます。 

書策小屋跡のザレ場は鎖がしっかり張られてかなり歩きやすくなりました。急峻な岩場にコイワザクラ

がへばり付くようにたくさん咲いています。岩場の鎖場は逆に登りになるので歩きやすいですね。三ノ塔

への登り返しは、滑る急斜面が階段に変わりましたが、疲れも溜まる頃で一番つらいですね。 

三の塔から振り返ってみると、烏尾山から塔ノ岳の稜線が一望できます。私の大好きなビューポイント

です。 

富士見橋から先も、ヤマルリソウ、ミミガタテンナンショウ、モミジイチゴなどたくさんの野草が咲い

ており、観察しながらのんびり歩いて行くとヤビツ峠に着きます。 

 

暑さと脚への負担も考えゆったり下りてきましたが、それでも強力なメンバーなのでほぼ予定通りにヤビ

ツ峠に着きました。最終バスを待ちます。 

歩行距離１４ｋｍ、高低差＋１７００ｍ－１２００ｍやはり体力のいる山です。お疲れ様でした。 

 

                                        ＜以上＞           

                                                                                            

 


